
“住民こそ主人公”
 この立場でがんばります 鈴木つとむ

●旧紫波郡都南村の乙部出身。北
海道の大学を出て帰郷し、2004 年
に盛岡医療生協・川久保病院に入
職。生協の組織部で働き、医療・
介護の問題、社会保障のありよう
など、多くのことを学びました。
●翌・2005 年。国連の NPT 再検討
会議に生協から参加する代表団の
一員に選ばれ、米・ニューヨークへ。
核兵器廃絶への世界の大きな流れ
を目の当たりにしました。

●職場の先輩にすすめられて日本
共産党員に。2004 年の冬でした。

「共産党ってどんなところ ?」と
思っていましたが、地域や職場で
人々の幸せのためにと頑張ってい
るあの人、この人が、党の仲間で
した。皆さんが「人のために」一
生懸命。自分のそれまでの人生で
出会ったことのないタイプの人た
ちが素敵で、ここなら自分も頑張
れると思いました。
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ボ
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●そんなとき「市議選出馬」の話が
…。周りの仲間にも励まされ「自分
で役に立てるなら」と決断しました。
●最年少・25 歳で初当選。胃が痛く
なるような緊張感の中、それ以降毎
回の議会で質問に立ち医療・福祉・
くらしの願いをまっすぐ届けようと
努めてきました。
●「学校給食改善」の要望に寄り添い
牛乳だけの「ミルク給食」や喫食率
の低い選択制ランチボックス給食の
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、
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見直しを提案。仙北中、大宮中などで
も 2023 年度から全員が同じ給食を食べ
られる「完全給食」が実施されるこ
とになりました。
●愛好家の皆さんとの協力で実現し
たスケボーパークは 10 年以上たって
老朽化も。練習の安全を願うスケ
ボー協会の皆さんとともに、路面改
修などを市長に要望しました。
●「いつでも住民目線」を忘れずに、
引き続き全力をつくします。

四高のネット
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日本共産党・鈴木つとむ市議の活動、政策・主張などをお知らせします。
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●県議 6期●党県副委員長
●復興県民会議常任世話人

私たちもつとむ市議と一緒にがんばります

略
歴

●1981 年都南村乙部生まれ●乙部小・中学校、盛岡四高、釧路公立大卒●盛岡医療生協
川久保病院勤務●2007 年市議会最年少の 25 歳で初当選。現在 3 期●市議会生活支援対
策特別委員会委員長。党盛岡地区常任委員●事務所　南仙北 2-5-8  ☎635-3568　

実
現
へ
全
力

37 歳  はたらき盛り
若い力で市政を動かす ●消費税 10%は中止

●憲法 9条変えるな
●原発再稼働反対

鈴木つとむ

住みよい

盛岡へ

◇盛岡市議団事務局長
三田村あみこ

◇盛岡市議
髙橋和夫
事務所
   好摩夏間木 3-33
            ☎669-3811

   

◇盛岡市議
かんべ伸也
事務所
   みたけ 3-13-28
            ☎645-7136

事務所
   東松園 2-1-1
            ☎664-1821

●国保税引き下げ。18 歳以下の均等割を免除

●中学生まで医療費を完全無料に

●学校給食費の無償化

●安心して受けられる医療・介護の充実

●ゴミ処理広域化の見直し

●若者への家賃補助制度創設

◇盛岡市議団長
庄子春治
事務所
三本柳 23-9-6
            ☎614-0140

　みなさんに支えていただいて 3期
12年間、 議員の仕事に全力を
つくしてきました。 みなさんのくらし
の声の代弁者として、 これからも
頑張ります。
　もっと住みよい盛岡市をめざし、
ご一緒に政治を変えていきましょう。

●県議選●市議選

岩山から望む盛岡市街

　町内会のイベントやお祭りなどでお子さんから
高齢者と一緒になって盛り上げてくださり、当会
の伝統保存活動にもご尽力いただいている鈴木努
さんには、今後さらなる地域発展のためにご活躍
できますよう、心よりお祈りいたします。

鈴木　孝作　〈仙北小鷹さんさ踊り保存会会長〉 〈親戚・農家・本宮在住〉〈親戚・農家・本宮在住〉


